
諮問第２号 

   学童保育室の入室に関する異議申立てについて 

 学童保育室の入室に関し、   から次のとおり行政不服審査法（昭

和３７年法律第１６０号）第６条の規定に基づく異議申立てがあったの

で、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の４第４項の規

定により諮問する。 

  平成２２年６月１１日 

            提出者 足立区長  近 藤 弥 生 

 

記 

１ 異議申立人の数及び異議申立ての件数 

  異議申立人    １人 

  異議申立件数   １件 

２ 異議申立人の住所、氏名及び申立ての年月日 

  住   所                   

  氏   名       

  申立年月日  平成２２年３月１４日 

３ 異議申立ての趣旨 

  足立区長が平成２２年３月５日付で異議申立人に対してした学童保

育室入室不承認処分の取消しを求める。 

４ 異議申立ての理由 

  別紙異議申立ての理由に記載のとおり 



異議申立ての理由 

 学童保育室は、保護者が勤務等の理由により、子どもの面倒を見られ

ない家庭のために子どもを預かる制度であるが、足立区では、学童保育

室の入室を希望する子どもに対して、学童保育室の受入数が足りない状

況にある。このことから、適切な審査基準の設定、運用により、公平な

学童保育室の入室審査を実施すべきであるにもかかわらず、以下のとお

り、適正な入室審査が実施されていない。 

 （１） 学童保育室の利用日及び利用時間が児童により異なるにもか

かわらず、児童の利用日及び利用時間を申請させておらず、基

準にもなっていないこと。 

 （２） 学童保育室の必要性の高さが学年によって異なるにもかかわ

らず、年齢特性に応じた評価がなされていないこと。 

 （３） 学童保育室は、通常の登校日のほかに長期休業期間における

保育の重要性も高いにもかかわらず、保護者の勤務日数及び時

間の評価が適正になされていないこと。 

 （４） 子どもの面倒を見られない時間として、通勤時間等を含めた

拘束時間を審査基準として評価していないこと。 

 （５） 足立区学童保育室入室承認基準指数表は、法律、条例等で設

定されたものではなく、不安定な基準であること。 

 （６） 保護者の勤務日数及び時間等の申請内容について、確認行為

がなされていないこと。 

 （７） 審査基準で設けられている調整事項は、入室審査を行ううえ

で有効な判断基準であるにもかかわらず、基準指数のみで審査

する運用となっていること。 

 したがって、入室審査は適正に行われておらず、入室不承認決定は、

不当である。 


